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1.はじめに

松江城山稲荷神社式年神幸祭が16年ぶりに

行なわれ,神輿船を守る5隻の櫂伝馬船の唄

と踊り rホーランエンヤ」が,水上で,また

神前で奉納された.本稿は,その船唄の民俗

音楽的分析を通して,伝統文化としての「ホー

ランエンヤ」の意義を考察するものである.
1)

まず,神幸祭の概要を記しておく.松江城

3代目の城主松平直政は,寛永15年(1638年)

に,城山に稲荷を勧請した.その後,直政公

は,10年毎に城山稲荷大明神を阿太加夜神社

に神幸させ,五穀豊穣など,藩内の平穏、を祈
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年(1859年)には,現代と同じ 5地区,馬潟・
おおみさき

矢田・大井・福富・大海崎の船が揃った.こ

のようにして,船唄の掛け声「ホーランエン

ヤ」は,神幸祭の別名のようになり,観衆も

支援する伝統的な船行事となって,今日に

至っている.

ほぽ10年毎として始まった神幸祭も,後に

12年毎を良しとしたり,諸事情により開催年

次は変わる.昭和に入ってからは,昭和4年

(1929年),同23年 a948年),同33年(1958

年),同"年(1969年)と回を重ね,昨年(1985

年)の開催となった.

祭りは,5月18日(土)の渡御祭に始まり,

願するようになった.

この神事に漁民が参加する

ようになったのは,文化5年

(1808年)に,波が高く危険

に陥った神輿船を,馬潟の船

が助けたことに始まると言わ

れる.その後,大橋川下流域

の各地区から,神幸祭にj噴次

参加するようになり,安政6

馬潟
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22日(士)の中日祭を経て,26日(助の還

御祭で幕を閉じた.渡御祭では,城山稲荷神

社を出発した神輿は,宍道湖畔から神輿船に

乗り,神楽船や神器船などと共に,5地区の

櫂伝馬船や数多くの隨伴船に守られ,100隻余

の大船団となって大橋川を下り,中海から意

宇川をさかのぽって,阿太加夜神社に鎮座し

た.中日祭は,渡御祭の逆コースで,神輿は,

城山稲荷神社に還幸した.

渡御祭と還幸祭の両日,5隻の櫂伝馬船は,
あがかえばし

大橋川の4つの大橋の間と,出雲郷橋附近で,

船唄と太鼓のりズムと共に,歌舞伎衣裳の剣
がい ざいふ

櫂の力強い踊り,女衣裳の妥振りのあでやか

な踊りを展開し,岸辺や橋上にあふれた観衆

を魅了した.また,中日祭には阿太加夜神社

で,還幸祭には城山稲荷神社で,唄と踊りが

奉納され,9日間にわたる神幸祭の幕を閉じ

た.
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ノサ.というような,ことばの無い掛け声的

な表現である.このような船唄は,他の土地

にも伝えられ,それぞれ特徴ある表現をもっ

ている.島根県江津市の山辺神社の水上渡御

祭でうたわれる「ホーライエー」や「ホーラ
3)カイネリ

エツチャ」,愛媛県北条市の鹿島神社の櫂練祭

での唄「ホーオンエ,ホーランエ,ヨイヤノ
4)

サッサ」などである.

これらの唄の相互関連や伝承経路などは不

明である.音頭取の掛け声や,それを受けて

櫂をかく掛け声が,出船や流し櫂など,その

目的によって,唄に感情をこめて,次第に旋

律的になり,船唄となって各地に伝えられて

いるものと思う.

2-2 唄の種類

松江城山稲荷神社式年神幸祭のホーランエ

ンヤの唄は,各地区ごとに,出船の唄,踊り

唄など,6~7種の唄がある.表1に示すよ

うに,うたい始めの掛け声だけを見ても,唄

の種類ごとに表現が似ているので,神幸祭に

初めて参加した馬潟のそれぞれの唄が,直接

にせよ間接にせよ,他地区の唄に影響を与え

たと思われが,その伝承経路の確証はない.

永年の伝承の中で,各地区の船唄と踊りの

表現は,個性を創りながら,他地区と競い合

うようになる.各地区の明確な違いが現われ

る楽譜による比較は,項を改めることにして,

ここでは,唄の種類ごとに,各地区の違いに

簡単にふれておこう.

A.出船一ーー音頭頭が「エーサンエーエ」等

とうたい出す(各地区で旋律はかなり違

う).大海崎では「ホーランエーエ」とうた

い出す.

B.進航一ーー出船のあとすぐうたったり,踊

り唄のあとに続けたり,自由に用いられる.

「ホーラホ」あるいは「ホラーホ」とうた

34
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2-1 唄の伝承

現在は,ほとんど勤め人で,特に世帯数も

少ない地区(矢田は35世帯,福富は36世帯)
2)

で,37名の乗員(馬潟は52名)を必要とする

櫂伝馬船を成り立たせるのは並大抵のことで

はない.伝馬長が乗員のチームワークを作る

が,剣櫂・采振り・太鼓・音頭取・櫂方など,

それぞれの技や唄は,前回の経験者が師匠と

なって指導する.

音頭取の唄,それに応える櫂方の唄は,船

を漕ぐりズムであり,踊りを支える表現であ

る.専門家の演奏や演技ではなく,船唄も踊

りも,民衆のエネルギーが創る伝統文化であ

る.

各地区に伝承されている数種ずっの唄は,

いずれも,例えぱ「ホーランエーエ,ヨヤサ

ホーランエンヤのR貝

、
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表1

地区

ホーランエンヤの唄

唄の種類

1.馬潟

A.出

2.矢田

エーサンエーエ

ホーランエンヤの唄

船

3.大井

B .進

エーエサーンエ

ホラーホ

エエサーンエー

航

4.福富

分類とうたい出し

C.踊り唄

ホーラホ

ホーオエンヤ

5.大海崎

エーサンエー

ホーラホ

松江 1985年

D.流

ホーオエーヤ

.地区ごとの唄をA~Hに分類し,うたい出しを簡潔に記した.地区ごとの特に異なる呼び名は括孤内に記した.なお, A~Hは,うたう順序を示
はない.

ホーランエーエ

ヤンサンハーエ

ホオーオーエー

ヤ

し

ホラーホ

橘

い出す.大海崎では中唄と呼んでいる.

C.踊り唄一ーー音頭取が,「ホーオエンヤ」と

うたい出す,太鼓も交じえ,剣櫂と采振り

が交互に踊る.各地区の櫂伝馬船が,最も

力を入れる中心的なもの.大海崎では本唄

と呼んでいる.

D.流し櫂一・・ー「ヤンサー」とうナこい出すが,

各地区の旋律はかなり異る(3 -1で詳

述).ゆったりした気持ちでうたうが,テン

ポは川の流れの状況等によっても変わる.

早櫂と呼ばれている大井と大海崎の唄は,

音楽的には他地区の流し櫂と同系であるの

で,ここに分類しておく.馬潟と矢田では,

Fに分類する早櫂の唄が別にあり,流し櫂

は,川下りなどで用いる.

E.寝櫂一ーー表に示すように,3地区でうた

われる.うたい出し(「ヤーサンホーエ」な

ど)の掛け声は,流し櫂との類似性がある

ので,流し櫂からの変化とも考えられるが,

旋律はかなり異なる.櫂を休み,体を寝せ

てうたい,唄の区切りで起きる.各地区で,

唄と動きは異なる.

ヤンサノーエ

E.寝

ホーラホ

ホーオエンヤ

ヤーサーホーエ

ハヤーンサノーエ

仲鳴

櫂

ホーオホエンヤ

F .早

ヤンサーホーエ

ヤッショイ

エーショイ

ヤンサンホーエ

体鳴

櫂

ヤーンサノーエ

悍樹

G .棹

ホラーホ

エンヤラエ

櫂 H.逆櫂・入船

ヨイトサーセ

ハヤンサーホーエ

毓し樹

エーサンエーエ

~サーノエ

ヨイトサセー

ホーランエンヤ

~ヤンサノエ

ホーランエンヤ

~ヤンサノエ

大海崎で流し櫂と呼んでいる唄は,馬潟

や大井の寝櫂と音楽的には同系であるので,

ここに分類した.

F.早櫂・・一急いで櫂を漕ぐ時の唄.伝えら

れてぃる馬潟と矢田で掛け声が異なるが,

音楽的には類似している.

G.棹櫂・ーー浅瀬で,櫂を棹として刺して,

唄の終わりに船べりを打っ.大井の棹櫂は,

ことばがっいてぃるが,これは,いつの頃

からか,音頭取が即興的にうたったものが

伝えられたものと思う.

H.入船,ーー馬潟では,出船と同じく「エー

サンエーエ」とうたい出し,接岸すると

rホーランエンヤ,ホーランエンヤ」とう

たって櫂を船に立てる.矢田・大井.福富

では,港が近づくと,「ホーランエンヤ」を

くり返しうたい,逆に櫂をかき(後進ある

いはバック櫂と呼ぶ),接岸すると「ヤンサ

ノエ」をうたう.大海崎では止め唄と呼び,

「サッサノエ」とうたう.

2-3 採譜について

楽譜なしで伝えられる表現を、異なった文

ヨイトサーセ

チョイトサセー

ホーランエンヤ

~ヤンサノエ

サッサノエー

(止鄭助
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イビと考えるのは,西洋音楽中心の認識であ

るが,民俗音楽での口承も豊かな音楽行動で

あり,そこに生まれる表現に,楽譜ではとら

えきれない自由性がある.ホーランエンヤの

唄も,ビデオやテープによる記録が,研究的

にもより重要なのであるが,音楽分析の一手

段として,五線譜化を試みた.

採譜にっいて,その方法と問題点を記して

おく.次項に示す各地区の楽譜の下にも,必
要に応じ,注を付した.

イ.同じ地区でも,複数の音頭取の唄が,こ

ぶしの表現など,細部で異なることがある.

また,櫂方が同じ表現を受けっぐ時も,こ

ぶしの表現が簡略化されることがある.基

本的な旋律の動きを大切にして,装飾音等

は必要最低限にとどめて記譜した.

ロ.実際の唄のピッチは,唄をりードする音

頭取によって異なり,また,うたわれる時々

によって多少違いがあるのは当然であるが,

旋律の比較という観点もあるので,すべて

の地区の,すべての種類のうたを,次に示

す音高で記譜した.実際の唄も,ほぽこれ

に近い↓昜合が多い.

田栄

2 -4

A1 出船

.乞頭

各地区の唄

住)馬

.エ、

櫂方

潟

ヨ

ずン

ヤ

ガ

ハ.楽譜に速度記号を付した.各地区の唄を

尊重して記したが,実際には,櫂の漕ぎ方

によって,テンポが変わることもある.

民謡のうたい方は,音の伸びちぢみが自'ニ、

由である.必要に応じ,変拍子も用い,櫂

のひと漕ぎ,1フレーズを4小節として記

したが,5小節や3小節のフレーズもある

また,音頭取の唄と,それを受けっぐ櫂方

の唄の音の伸ばし方が違うこともある.

ホ.各地区の音頭取氏名は,本文の終りに記
した.

^

ガ

ヨヤ

ノ

'T

エ、

音頭

ノ

^

1.

サ

,

エ.」一→ナ、ンエ.、ー'エ、

ヨヤーサーノサ

サーノエ 'エ、^

ヨヤサーノサー

櫂方

ノ 、、、、、ー^

エ、

進航BI

音頭

オ、ラ

、、ーー

櫂方
ヤ

ゴ、

オ

オ

、^

,ー

工で

'音頭は櫂方の唄の終りに 1拍くぃ/こんでうたう.

才、

ユ.ーー

ノ

.

,ー

オ、

ン

音頭

、^

サ

ヤ

ノ

ホラーホーサーノサー

エヤーホーエンヤ

ホーラホーサーノサー

エヤーホーエンヤ

櫂方

エン

サ

踊り唄CI

、^
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音頭
」=1De住

大鼠
ユ

オ、

川

櫂方

RL

b

才

し

ホーランエンヤの唄

オ、

R

RL

L

1ン

フノ

L

R

ヨ

R

ヤ

イ

松江 1985年

し

工

L

ノ、

(パ●m形)

R

凡

工

Rし

L

音頭

プ

i、

.太鼓は各フレーズの初めで,唄よりおくれぎみ.3

小節目で唄の拍と一致する. Rは右手,しは左手の

ばち,ハ,=, Xなどはばちの形を示す.

L

k

、"ノ

ヤンサーン,こ?'ーエー

ヤサーソーラーンエー

ヤサーソーラーンエー

(音頭と同じ)

R

ノ

工
"、』一^

櫂方

L

E1 寝櫂

土頭

R

音頭

櫂方

う

1=ゞイ包

ホーオーエンヤ

ホーラン エ.^エ.

ヨヤーサーノサ

ララーノランラ'エ、^

(,゛,兵.差)

櫂方
ヤ

,ヤ γ

.音頭がうたっている時は,櫂方は寝る姿勢.「ヤン

サ」の唄で起き上る.

D1 流し櫂

音頭一櫂方

,

」二 t子゛ー

ソ

ゆ"イ0

ヤン

J

'、^

住

音頭

櫂方

ヤ,

、^

,ーー

ト

^

ヤーサー

ヤーサー

F1 早櫂

出頭

.『' 0 -:

J/

y

.'辱毛ヨ

、ノ

A,

^

1=Nι一1全一

ヤサ

ソーエ

ソーランエー

土頭

'ノ

.音頭が終りまでうたい,櫂方は同じ唄をくり返す.

※は櫂方のうたい方の変化を示す.

工

ヤ、ゾ

ン

ヨイラン

.速く漕ぐ.急ぐ時,川をさかのぽる時など.

美

:寺一
、■ーノ

エ.
、、___ーノ

1986年3月

コノヨ

、^

^

楓方

ラン

ヲー

d

ニ.

櫂方

音頭

ノノ

1 ユー

ヤッショーイ

ホーラヨイサ

HI

土頭

シコイ

入船

」=101 仕

櫂方

.ノノ

エ'

エ.エ.ショイ

エエシヨイ

ヨ

,ン
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櫂方

,

ヨ

ノ

ヤ

エンフン ヤ 木

・終りに櫂を扱いて,船に立てる.

.t、

J二.

'、ーーーー^

音頭

櫂方

ノ

音頭

^

フソ

田栄

エ、^サ'ン エ、^エ.

ヨヤーサーノサ

サーノエ エ、^

ヨヤサーノサッサ

ホーラエンヤホーラエンヤ

櫂方

サ

音頭一櫂方

フン

0、

エ.

1=よβ住

A2

音頭

ン¥

京

出船

ラ

J戸 1■ 4●.

②矢

櫂方

ホ

'L

才、

」='Jイ立

オ、

ヤ工

.6小節目の音は詰まりぎみにうたう.音頭は,櫂方

の終りの小節に,ほぽ1拍くいこんでうたう.交互

に a a b b a a b b ・・・・ーとうたわれる.

工

、^

サーー

田

ヲ

エ、

オ、

エガーーン

ノ

、、""ー

エ.

、^

ヤン

,ー

オ

ヤ
、』、ーー"ー

エ.

ヤy サ

古円 1、

エ,

音頭

サ

ノ

ヨヤ

音頭

櫂方

38

フー

,

ノ

ノ

ホーラホーサーソサー

エヤーホーエーヤー

(音頭と同じ)

音頭

櫂方

、__ノ^

ザ

エー

C2 踊り唄

0■頭
J=9'仕 f

=.

R ハ

ほとんど1拍詰まってう

サー^ンエ^'1:.^'1二

エ.^气プン エ.^エ

ヨヤーサーノサ

ホーフ

ヤンサーノエ '1二、ー

ヨヤーサーノサ

、^

ガー

才、

音頭

櫂方

エ.

ノ

ホーオーエーヤ

ホーランエーエ

4

櫂方

進航B2

ヴ

RL

b

才

R

才、

し

R

ヤー

R

工

フン

LI

L

L

ヤ

ヤ

Rし

エ、

ノ~

b゛テの影)

R

R

ノ

L

R

ユー

. 4,8,12,

たわれる.

R

^
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エヤーサーノサ

ララーノランラ'1二^

D2 流し櫂

音頭一櫂方

ホーランエンヤの唄

」*■0住

々ン

ヤ,

、ー

ガーー

松江 1985年

ヤ,

ヤ

ノ

、、___ー^

.音頭も櫂方も,フレーズの終りの音をたっぷり伸ば

してうたい,各フレーズが5小節となる.

.櫂を棹として刺してうたい,「ヤッシンヨイ」で,船

べりを櫂で打ち,音を立てる.

ノ
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1-
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工

音頭

音頭

櫂方

ヤンサーノーエー
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工
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ヨイトサーセ

H2 逆櫂・入"n

音頭一櫂方

櫂方

F2 早櫂

音頭

」=12'荏

ヤッシンヨイ

ヤッシンヨイ

音頭

」= 1ι斗仕

オ、

音頭
寸、う

ク、ン

、ー

オ、

櫂方

才、

音頭の「ホラーホー」は,時々 rヤレーソー」に変

わる.

.

オ、

7

.1住,.(リ白由

櫂方

ヨ 々

ヤンフ

エ、

JI'、

音頭

櫂方

エン

櫂方

ノ

ヤク

音頭

櫂方

ホーランエンヤ

ホーランエンヤ

(接岸するまで交互にくり返す)
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ヤンサーノエー 'エ、^

ヨヤーサーノサッサ

ヤ

エー

ユ

ノ

音頭
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エ.
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々フ
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G2 棹櫂

音頭一櫂方
J='■4工.

工
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櫂方(唄替え)
'..

ヤン

ヨヤ サーーノ フ,ワ'

'唄のしめくくりは,音頭の「ホーラ」で,櫂方力§rヤ

ンサノエ」の唄をうたう.唄替えと呼ばれ, B3以下

の唄でも,唄の終りにうたわれる.

プ ノ

、、ー

工

田栄

音頭

1-

エエーサアーン

エ、^ヤ^ン エ、^

ヨヤーサノーサ

サノーエ エ、^

ヨヤーサノーサ

ホーフ

ヤンサノエ コニ^

ヨヤサノサッサ

櫂方

櫂方

音頭

櫂方

C3 踊り唄

土頭
」二92住

'1二^

( a と同じ)

B3 進航

音頭一櫂方
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全

T、才

櫂方

RL
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ι音頭
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LR

尺

ニン

オ、

b

フ.〆

L
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L

ヨヤ

J大

R

才、エヤ 1-ー ヤ

a a b a a a b a-ーーとうナこう.他の唄に移る時

は,音頭の「ホーラ」で唄替え(A3参照).

Rし

ヤ

し

二

.

一「 R

(ハ、,石り

R

、、、_"ノ

ノ

、^

エ.

R

ヤず

エー

し

サー

R L k し

'他の唄に移る時は,音頭のrホーラコで,櫂方は「ヤ

ンサノエ」をうたう(唄替え).

ヤガ

ノ

ヤ

1_
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R
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し r^

(ハ、,',)

サ

音頭

ノ

ラ

し
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a

サー

櫂方

音頭

ノ

ホーラホーサーノサー

エヤーホーエーヤ

(音頭と同じ)

1.
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b

之
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ホーラン エ、^エ.

ヨヤーサーノサ
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ー_ニ_ー_ー}律が異エヤーホーエーヤなる.
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'馬潟.矢田.福富の流し櫂と音楽的には同系である

ので, Dに分類した. Fに分類する早櫂とは異なる.
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音頭 ハヤーアンサノーエ

ヤサヤーノーエー

ヤサホーランエー

E3 寝櫂

土頭

ホーランエンヤの唄

」=「' 1立

櫂方

ヤ ン

松江 1985年

サーーーーン

イソ

J=11ユ住

ーー^

a d a e a a a-ー・とうたう.ことぱ付きの唄は他

にはない.唄替えで他の唄に移る.

ハずヨイト吹ノ寸

サ

寸、

.櫂方は,音頭の唄の終りで寝る.その姿勢でうた

い rヨイトサッサ」で起き,ひと漕ぎする.

、、、、ーーー

3

ゴ、

音頭

^^

ユー

?"ノ

音頭

櫂方

a ヨイトサセーヤッシンヨイ

a ヨイトサセーヤッシンヨイ

bめでためでたでヤッシンヨイ
b
ヨイトサセーヤッシンヨイ

(以下音頭の唄だけを示す)

゜若松様よヤッシンヨイ

d枝も栄えるヤッシンヨイ

e枝も茂るヤッシンヨイ
工

、、.ー゛

ホーオエヤーンサーアン

ヤッサーホーランエー

ハアヨイトサッサ
、、ーノ
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.音頭と櫂方がa をうたったあと,音頭は,ことぱ付

きの唄b~e を順次うたう.櫂方は aだけをうた

い,音頭は e のあと a に戻る.つまり, a a b a c

ーー

セ1

ヤソ

ヨ1

Tン

ンノ

オ

i^
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.逆櫂で接岸し, rヤンサノエ」でしめる.
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櫂方

工

櫂方

〒ン

↓・トオ、
ヨヤサノサ_エー工

.音頭の唄のりズムは自由で,人により異なる.櫂方

の初めの4小節のうたい方も変化する.
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プ
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ノ
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ガ

田栄

音頭

櫂方

音頭

エ.^ガ'^ン
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イ,ー

音頭

櫂方

ノ

櫂方

B4 進航

音頭

エ.、ー
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・音頭と櫂方の旋律は異なる.
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9 ーヲ

ヤ

.唄の 9,10小節目がたっぷり伸びるため,11小節目

で,太鼓と唄の拍がずれる.櫂方の10小節目は,時

心奉寿ま加痔手●う加M.
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音頭一櫂方
」=.0住

ヨ

音頭

櫂方

4 ト サ

ホーランエンヤの唄

ヨイ

ヨイ

H4 逆櫂・入舟n

音頭一櫂方
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ヤソ

」.,11立
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松江 1985年

B5 中唄

音頭一櫂方
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ヤンサーノエ エ.^
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オ、

ンエ.ンヤ

ンエ.ンヤ
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.音頭は,5小節目を詰めてうたう.終りの小節は,

特に,櫂方の唄にっづいて音頭がうたい出す時に詰

まる.※は櫂方のうたい方.
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才、

A5 出船
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D5 早櫂

音頭一櫂方

」=% 1立

ヤ
櫂方

、ーノ

ヤ? ホ .丁_

.早櫂と呼ぱれるこの唄は,他地区の流し櫂と,音楽

的には同系であるので, Dに分類した.フレーズが

3小節ずつで構成されている.

ヤサ

アγ
、』一

ヨ,

サ

寸、

田栄

プノ

ノ

44

ユ.

エ.

音頭 ヤーアンサノーエ
、、ーノ

ヤサホーランエー

ヤサホーランエー

山陰地域研究(伝統文イヒ)第2号

音頭

櫂方

E5 流し櫂

音頭

チョイトサセー

チョイトサセー

H5 止め唄

音頭

J=%住

櫂方ハ
、、ーノ

サッ

ヨ

ヤッシンヨイ

ヤッシンヨイ

ンサーアー

4 ト,ゾつ

ヤユー

ヨイト,ゾ,

.他地区の寝櫂と同系でEに分類.櫂を休め,音頭の

唄のあと rヨイトサッセ」で,ひと漕ぎして寝る.

次の「ヨイトサッセ」で起きる.

サ

音頭

音頭

ヤンサ

サ サッ

サッサノエ エ.」一'エ、^

エヤーサーノサッサ

オ、
'、』、ーー^

3

ノ

ノ、

3.伝統文化としての音楽表現

3-1 唄の変化

各地区の同種の唄を比較すると,旋律やり

ズムにかなりの違いがあることが分かる.こ

れは,永年の伝承の中で,また,これからも

次代に引きっがれながら生まれる変化である.
5)

同地区での開催年次による変化も起こり得る

が,ここでは,本年の調査から,各地区の違

いを出船と流し櫂を例として比較してみよう.

①出船の唄

まず,唄の形式を見ると,1番船の馬潟と

5番船の大海崎は,音頭が8小節の導入の唄

をうたい,それを受けて「サノエーーー」と,

櫂方が7小節のフレーズをうたう点で共通す

る.

ユ.

ノ

才、

音頭

櫂方

ラン

=0

エーエ

エ.

ハヤーてノンサーアーホーオーエ

ヨイトサッサ

ヤンサーホーランエー

ヨイトサッサ

ず

G5 棹櫂

音頭一櫂方
J=』0伐

手. イト , セ
、ー

ヤッ

2番船の矢田と4番船の福富では,音頭が

4小節だけ導入の唄 rlーサンエー」をうた

うと,櫂方は,それを受けて,うたい方は異

なるが,6~8小節のフレーズをうたい,音

頭の「ホーラ」あるいは「サーノ」の掛け声

で,櫂方がしめくくりの唄をうたう.
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3番船の大井は,音頭の唄が10小節に伸び

てぃるのが特徴的であり,そのあとは,矢田

の唄に類似する.

次に「ホーランエー」とうたい出す大海崎

を除き,他の4地区の旋律を比較譜で示して

みよう(AI~A4の記号は,35ページの表1に

示した分類).

ホーランエンヤの唄

AI~ー

^

松江 1985年

1か

^、■一.^

ーーエサーーン:

"'1妻^
に、、、ーーイノ

ので,ここでとり上げる.

各地区共に,旋律は rヤンサー」とうたい

出すa フレーズと,「ヤサソーラン」等とうた

い出すbフレーズ,それを変化させてしめく

くる b,フレーズから成っている(次頁楽譜).

音頭の唄と櫂方の唄の受けっぎ方は,地区

によって異なる.馬潟と矢田では,音頭が,

まず, abb,とすべてをうたい,櫂方がそれ

を受けっいで, a b b'をくり返してうたう.

他の3地区,大井・福富・大海崎では,音頭

がa フレーズをうたい,櫂方がbb'のフレー

ズをうたい,それをくり返す.
音頭櫂方音頭

b b'・・・馬潟.矢田 a bb'-a bb'-a
3

'、^

ユー
、、、ーー

エ_^ 大井・福富
大海崎

次に,唄のフレーズと旋律を比較しよう.

比較譜に示すように,馬潟と矢田ではa.b .

b,のフレーズが,それぞれ5小節ずつである

のが特徴的である.他の3地区と違い,音頭

が,三っのフレーズa ・ b ・ b'を続けてうた

い,それぞれのフレーズの終りの音をたっぷ

りと伸ばしてうたう.櫂方も同じようにうた

うが,馬潟の b'のフレーズの,※のところ

で,音頭とくらべると,うたい方が少し簡略

化される.また,終りの音が,少し詰まりが

ちになる.

大井.福富・大海崎の3地区では,音頭が

うたう a フレーズを受けて,櫂方が,すぐ,

違った旋律(bフレーズ)で受けっぐという

緊迫感からか, aフレーズの終りの音は,馬

潟や矢田の唄のようには,たっぷりと伸ばさ

ない.馬潟や矢田で, aフレーズを5小節で

うたってぃるのに対して,大井と福富では4

小節で,大海崎では3小節に詰めてうたい,

櫂方の唄が,すぐ続いて入る.

出船の唄の音頭のうたい出しを比較する限

り,馬潟の素朴なうたい方に比較して,他の

4地区で,唄の表現を工夫していることが分

かる.
.

馬潟.矢田・福富の唄は, G音からうたい

出してぃる.緊迫感のある音である.大井の

唄は,平静にEb音からうたい出す.3小節目
.

では,馬潟・矢田・大井の唄は, F音に落ち
.

着いてぃるが,福富の唄では, G音で緊迫感

が続く.各地区の櫂伝馬船が,それぞれ個性

的な表現で船を漕ぎ出していることが分かる.

あとに続く唄の変化は省略するが,櫂方が

うたう唄の最後のしめくくりは,矢田.大井'
.

福富ではC音(民謡音階の核音)に終止し,

馬潟と福富ではBb音(律音階の核音)に終止

する(2 -4で示した楽譜参照).

②流し櫂・早櫂(分類D)

大井と大海崎で早櫂と呼んでいる唄は,他

地区の流し櫂と,音楽的には同種の唄である

ユー

音頭櫂方音頭櫂方
a -b b'- a -b b'・

、^、^'^

"
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bフレーズを比較してみても,馬潟が「ソー

ラン」,矢田が「ヤーノ」と,2小節でうたっ

ているのに対して,同じ部分で,大井では

「ヤーノ」,福富では「ソーラン上大海崎で

は「ホーラン」と,それぞれ1小節でうたっ

ている.

D J~r

此
、ノ

ヤジ

田栄

!,Y_', k〒)一}.
ユ.4 :

サ・・ンーー1 .

,^巨毛毒支→
ハ:ヤー'ナンサ

、^

特に,早櫂と呼んでうたっている大海崎で

は,フレーズが,それぞれ3小節ずつで短い

だけではなく,速度は J =91で,他より速い.

3-2 ホーランエンヤの唄の音階
フ)

ホーランエンヤの唄は,次に示す音階(譜

伊」1,2)によっている.

よ

ノー

/Pル,

ヤ

ι

^、^^

工

ヤサ

フ

ヤノーー.

→li^1潤.^→目毛声
,ヤ,ヤーノ.-1 工ー

ノ

、.ノ゛

:ソ

ーエ.

ーーーシ

、、ーノ

4

⑧ソ⑦ド@ミ⑦ rラ)

ラー

bT

L^IL^11^」

民 氏 押

・白音符と0印の⑧や⑦などは核音を

示す.

・民は民謡のテトラコード,律は律の

テトラコードを示す.

ーーーーーー^

ヤ, オ、ノン

4ろ'~,

1 ヤサ
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^

工

工
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"§麺三

作

多くの唄が,譜例1の⑦ド⑫という民謡の

テトラコードを中心とする民謡音階の旋律で

ある.高音域の括弧で示した(ラ)の音は現われ

ないので,⑦ド②(民)と⑫ミ⑦(律)の

Conjunct 型がよく用いられている.

馬潟と福富の出船の唄は,低音域の⑦を安

定させ,譜例2に示す⑦ラ①という律のテト

ラコードを中心とする旋律であるが,出船の

唄は,それで終止するということはなく,続

けて,民謡音階による進航や踊り唄に入る.

ホーランエンヤの唄の中で,旋律的に豊か

な流し櫂と寝櫂の多くは,民謡のテトラコー

ドを中心としてうたい出し,唄の終止部分で,
8)

譜伊」3に示すように,低音域に転核音が起き,

律の音階に変化しているのが特徴的である.

前項に示した流し櫂の比較譜のb,フレーズ

の後半で,「ソーランエー」の旋律は,くラー

ソード>と終止している.

1 ヤサ

ユリ

bで、

@

:ソ

^

,1

1ヲーーン

ヤサ

ぎ

ト:

4 :

辱戸 1
: y - jン:

ご亨手・→美廻ヤサゴ、ラン:工 1-

雫茎ヨ

フ (D

ラン 1

'、、ー、ー^

エ.

①ミ⑦
L^1

律

〆
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一見,この旋律は,長音階の属音から主音

への動きを思わせるが,律の音階であり,唄

をくり返して民謡音階にもどり,むしろ味わ

いのあるところである.

3

ホーランエンヤの唄

bT- ^

4シレ③ラ
L^^1

律

このように音列の移動がなく(音列支配),

核音が移動する転核音の旋律形は,民謡やわ

らべうたに,時々現われる民俗的表現である.

次に,各地区のそれぞれの唄の音構造を,

a~fの記号によって,表2にまとめておく.

<民謡音階>

a ⑦ド⑫

b ソ⑦ド⑫ミ

個ド@
」____斗一^

慨

トサ

松江 1985年

^

表2 音階の分類

唄の種類

地区

1 馬潟

B

2

C

矢田

3

D

大井

e

4

E

福富

C ソ⑦L6ヲミ⑦
民律

d ⑧ソ⑦ド②ミ⑦
民民

<律音階>

e ⑦ラ①⑫ミ⑦
t^ L^1

律律

b

C

5

表に見られるように,地区により,旋律の

変化があるだけではなく,一部に,音構造の

変化もあることになる.しかし,同種の唄で

は,やはり,同種の音構造をもっているもの

カゞ多い.

4.おわりに

矢田と福富では,実際に船に乗って調査を

行なった.船唄は,櫂を漕ぐきしみと共に,

タ暮れ時の周りの風景にとけこんだ.5地区

の合同練習の時,それぞれ自由なピツチでう

たってぃる船唄が,りズムのずれはそのまま

に,次第に民謡音階の核音が一致してひびき

合った.それぞれの櫂伝馬船が競い合う緊張

感と共に,自然の調和があった.

祭りの当日は,多くの観衆は,華やかな踊

りに目を見張り,踊り唄を口ずさむほどに親

しむことができた.しかし,他の出船.流し

櫂.寝櫂など,各地区の味わいのある唄を聞

きとるゆとりはなかったのではないだろうか.

ホーランエンヤの唄は,これからも,各地

区の人たちの,伝統文化を守っていくエネル

ギーによって,時には個性的な変化を生みな

がら,いっまでも生き続けていくであろう.

このような大きな伝統行事は,多くの人の

支持があって成り立っことは言うまでもない.

これからのホーランエンヤのあり方が,多く

F

大海崎

b

C

C

G

b

C

e

3土

5音(ソあるいはミ

を省略する4音を含

む)

5音以上(律を含む)

H

b

b

C

a

b

e

C

d

a

b

b

e

b

C

b

C

<転核音>

f ソ⑦ドdヲミ(ソ)

Ii
⑦ラ⑱
L^1

律

5音以上(民と民の

Conjunct型を含む)

⑦ラ①レミの5音,

⑦ラ⑱レの4音を含

む

b

C

C

5音以上
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の立場から改めて問われているが,民俗音楽

を支持する立場から,その現代的意義にっい

て,少しだけふれておこう.

まず,日本の伝統音楽は,単に古いものを

尊重しよう,あるいは,保存してぃこうとい

うことからだけではなく,その民俗的表現は,

現代に生きている文化であるということを知

らなけらばならない.例えば,子どもの遊び

に欠かせない鬼きめのじゃんけんや組み分け

じゃんけんの表現にも,ホーランエンヤの唄

と同じ伝統的な音階が生きているのである.

また,画一的な拍節的なりズムではなくホー,

ランエンヤの唄にも見られる自由な表現は,

西欧だけに片寄らず,世界の民族音楽に視野

を広げた新しい音楽観を形成する大切な要素

でもある.

そうした意味でも,本稿で示したホーラン

エンヤの楽譜は,すべてを伝える記録ではな

く,ましてや,伝承の自由を束縛するもので

はない.むしろ,伝統文化の生命力と表現の

自由を,改めて知る民俗音楽的表現であった.

それは,現代に通ずる人間的表現であること

を重ねて強調しておく.なお,今後,他の士

地の類似する船唄との比較も加え,不十分な

点を補うことができればと考えてぃる.

おわりに,ご協力をいただいた各地区の総

代長さんをはじめ多くの方々に感謝申し上げ

ると共に,松江城山稲荷神社式年神幸祭「ホー

ランエンヤ」が,より豊かに,伝統文化とし

て次代に引きっがれていくことを念じたい.

田栄

5 大海崎古藤茂利・古藤弘己

7王

1)島田成矩「ホーランエンヤの由来

神幸祭の趣旨と歴史的背景^」,新田恒

雄r櫂伝馬(→^馬潟地区^」,古藤敦

夫「櫂伝馬仁)^朝酌地区 」(以上

は,石村春荘・島田成矩編著『松江の民俗

芸能』松江市郷土芸能文化保護育成協議会

'76年刊に所載),並びに『ホーランエ.ンヤ報

告書』(松江城山稲荷神社式年神幸祭奉賛
Z>、

伝統・ホーランエンヤ協賛会'85年干のコゞ,

を参考にした.

2)例えば,矢田の櫂伝馬船の乗員は,伝馬

長 1,音頭取3,剣櫂2,早助 1,采振り

2,太鼓4,櫂方24の計37名で,太鼓は児

童が受けもつ.

3)山陰民俗学会編『ふるさと再見』(山陰中

央新幸尉士77年刊)参照.

4)咲田近之介「伊豫の特殊神事」(『民俗芸

能』 VO L.2 -12,1929年)参照.

5)大海崎における前回(昭和44年)と前々

回(昭和33年)の唄を録音テープによって

聞くことができたが,音の伸びちぢみやこ

ぶしの表現等に多少の変化力靖忍められるが,

大きな差はない.なお,前回の音頭取は,

今回の師匠であり,前々回の音頭取は本年

の総代長として,指導に当った.

6)比較譜のうたい方は,次の通りである.

山陰地域研究(伝統文化)第2号

1

各地区音頭取氏名(敬称略)

潟広江幸男・角田新一

田松浦貢・松浦正己・松浦辰好

井野津春美・野津進

富松浦初夫・野津美吉・野津孝義

」~3

'匡亘至1

゜巨至ヨ

イ→口→ハ→二→ホ

イ→イ'→ハ→二→ホ
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L3は,イ→口→ノ>→ホ j
フ)音階については,小泉文夫著『日本伝統

音楽の研究』(音楽之友社'60年)の音階理論

によった.

8)転核音については,小泉文夫編『わらべ

うたの研究』研究編(稲葉印刷所'69年)374

~382ページに詳しい.

9)小泉文夫「日本音楽の音階と旋法」(東洋

音楽学会編『日本の音階』音楽之友社'82

ホーランエンヤの唄 松江 1985年

年,52~81ページ)参照.

付記

本研究誌に,鈴木岩弓氏(社会学)が「松

江のホーランエンヤ」を執筆し,都市におけ

る伝統的祭りについて考察しておられます.

筆者のホーランエンヤの唄への取り組みにつ

いても,種々ご助言をいただきましたことを

感謝致します.
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